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◇はじめに
　近年、デザインは意匠や造形の工夫にとどまらず、
企業や組織の価値創造そのものに深く関わる概念と
して捉えられるようになってきた。単に「見た目を
整える」ための手段ではなく、事業の方向性や意思
決定のあり方、さらには社会との関係性を問い直す
ための重要な視点として、その役割は大きく広がっ
ている。
　背景にあるのは、将来の見通しが立ちにくい不確
実性の高まりと、後戻りのできない不可逆的な変化
が常態化した経営環境である。こうした状況下では、
過去の成功体験や既存の延長線上に「正解」を見出
すことは難しく、成り行きの未来は現状維持か衰退
を意味する時代に入ったと言える。もはや、すべて
の企業に当てはまる唯一の正解は存在しない。
　とりわけ中小企業においては、製品やサービスの
改良といった個別の取り組みだけではなく、「自社
は何者であり、社会の中でどのような役割を果たし
ていくのか」という根源的な問いに向き合うことが、
これまで以上に求められている。価格や機能による
競争が限界を迎える中で、自社ならではの価値や判
断軸をいかに言語化し、組織内外に共有していくか
が、持続的な成長の前提条件となっている。
　こうした問題意識のもと、本稿では大阪デザイン
センター（以下、ODC）がこれまで取り組んでき
た活動の変遷を振り返りながら、なぜ現在、デザイ
ン経営を支える「人材」と「仕組みづくり」に力を
注いでいるのか、その背景と実践について述べてい
く。デザイン経営を単なる理論や流行としてではな
く、現場に根ざした実践としていかに育んできたの
か、その歩みを通じて考察したい。

◇ �大阪デザインセンターの歩みと
デザイン支援

　大阪デザインセンター（以下、ODC）［図1］は
1960年、大阪府、大阪市、大阪商工会議所が中心と
なり、日本で最初の公設デザインセンターとして設
立された。現在は一般財団法人として運営されてい
るが、設立以来60年以上にわたり、関西圏の産業と
デザインをつなぐ中核的な拠点として活動を続けて
きた。高度経済成長期から現在に至るまで、産業構
造や企業を取り巻く環境が大きく変化する中にあっ
ても、ODCは一貫して「産業とデザインの橋渡し役」
としての役割を担ってきた。
　ODCの活動の中でも、とりわけ35年以上にわた
り主軸としてきたのが、企業とデザイナーを結びつ
けるデザインマッチングである。製品デザイン、パッ
ケージデザイン、グラフィックデザインなど、多様
な分野において、企業の課題や目的に応じたデザイ
ン支援を行い、ものづくりの現場を下支えしてきた。

デザイン経営を支える人材育成と、支援が
持続的に循環するエコシステムづくり
―大阪デザインセンターの実践―
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●図1　大阪デザインセンター
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